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	スライド 1: 　認知症の人のトイレまでの移動支援の1つとして，マークを用いることが推奨されている．しかしながら，これまで認知症の人にとって理解しやすいマークに関する報告はなかった．そこで，本事業では認知症の人に理解しやすいマークの特徴を明らかにすることと，認知症の人の残存能力を最大限発揮できる環境作りの一助とすることを目的とした．

